
広島城の支城　亀居城（広島県大竹市）

　広島県の西部、大竹市小方に位置する亀居城は、

海に面した小高い丘陵の上に築かれた平山城で、広

島城の二代目城主、福島正則によって築かれました。

　亀居城跡は、現在、亀居公園として整備されてお

り、桜の名所としても有名です。

　初代城主、毛利輝元に代わって慶長 6 年（1601）

に入城した福島正則は、領国内（安芸・備後）の小

方（大竹市）、三吉（三次市）、東城（庄原市東城町）、

三原（三原市）、神辺（福山市神辺町）、鞆（福山市

鞆町）の 6 か所に支城を構えました。

　そのうちの一つ、周防との国境である小方に構え

た城が亀居城でした。もともとは、「小方城」と呼

ばれていましたが、城地の形が、亀が伏したような

形状であることから、後に「亀居城」と呼ばれるよ

うになったと伝えられています。

　慶長８年（1603）から、城の大規模な新築工事

が開始され、慶長 13 年（1608）に完成しました。

　亀居城は、この時期の支城としては大規模な造り

で、山頂の本丸をはじめ、二の丸、三の丸、有の丸、

松の丸、名古屋丸、捨ての丸、さらに本丸から派生

した尾根に詰の丸、松の丸から派生した尾根に鐘の

丸、鐘の丸から派生した尾根に妙見丸 （妙現丸）が

設けられていました。城の総面積は 9.92ha にもな
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亀居城跡からの眺め。桜の名所としても有名。

亀居城跡三の丸付近の石垣。

広島城ゆかりの城―亀居城―



参考文献
・（財）広島市文化財団　広島城『広島城総合案内』　2008
・広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室『( 公財 ) 広島    
   県教育事業団発掘調  査報告書第 81 集　亀居城関連遺跡
   亀居城跡』広島県教育事業団　2019
・碧水社『歴史群像シリーズ　よみがえる日本の城７』学
　習研究社　2004　
・樋口隆晴ほか『戦国の堅城Ⅱ』学習研究社　2006
・大竹市文化財協議会『おおたけ歴史探訪』大竹市教育委
　員会　2012
・（財）広島市文化振興事業団広島城管理事務所『広島城の
　石垣展図録』　1990
・大竹市役所『大竹市史　本編第一巻』　1961

り、その大きさは、幕府を警戒させたともいわれて

います。

　しかし、亀居城は、完成からわずか 3 年後の慶

長 16 年（1611）、破却されてしまいます。福島正

則は、元和 5 年（1619）に改易されて広島城を去っ

ており、破却された亀居城は、その後、江戸時代を

通して再び使われることはありませんでした。その

ため、福島時代の痕跡をよく残している城跡と考え

られています。

　亀居城跡は、昭和 53 年（1978）から翌年にか

けて公園整備事業に伴う発掘調査が行われていま

す。その後、亀居公園として整備され、亀居城の壮

大な縄張りや総石垣の本丸など、在りし日の様相が

今に伝えられています。

　石垣については、公園の整備に伴って、積み直さ

れたり、新しい石の補填がされましたが、こうした

積み直しや補填の可能性が低い、妙見丸・詰の丸な

どの石垣は、本来の姿を留めていると報告されてい

ます。

　石垣の刻印

　さて、亀居城跡の石垣を観察すると、あちらこち

らに刻印が刻まれた石材を見つけることができま

す。刻印とは石に刻まれた “しるし” のことで、亀

居城跡の石垣の刻印の中には、広島城跡の石垣の刻

印と共通したものが確認されているのです。

　平成 26 年（2014）から平成 29 年（2017）に

かけて一般国道 2 号改築事業（岩国大竹道路）に伴っ

て行われた亀居城跡の発掘調査では、石の積み直し

や補填をした可能性が低い、妙見丸・詰の丸などの

石垣を確認したところ、広島城跡と亀居城跡の両方

に存在する刻印は 11 種類あったと報告されていま

す。（大竹市教育委員会による公園内の解説板では、

亀居城跡の刻印 42 種類のうち 21 種類が広島城跡

の刻印と一致したと記されています）。

　一方、広島城跡では、昭和 63 年（1988）7 月

から平成元年 (1989)3 月にかけて本丸・二の丸で

調査が行われ、39 種類 214 個の刻印が発見された

と報告されています。　

　刻印の意味については、石を切り出した大名や家

臣、または石切り場の場所を示すための “しるし”

であるとか、石を運び出す時や組む時の作業上の印

であるなど諸説ありますが、広島城跡や亀居城跡の

刻印については、よくわかっていません。しかし、

福島正則が築城し、かつ、当時の痕跡を残している

亀居城跡と共通する刻印があることは、広島城跡の

これらの石垣が、福島時代に築かれたものと考える

根拠の一つとなっています。

　亀居城と広島城、2 つの城に思いをはせながら、

それぞれの石垣を観察してみると、新たな発見に出

会えるかもしれません。（正連山 恵）

亀居城跡の
石垣の刻印

広島城の
   石垣の刻印

詰の丸跡周辺の石垣。
破却の痕跡である可能性が高いと考えられる。



空鞘稲生神社の道標

　広島城の南側を通る城南通りを広島城表御門付近

から約 600 ｍほど西へ行くと、空鞘橋という橋が

旧太田川（本川）にかかっています。この橋を渡っ

て南側に歩くと、ほどなく、空鞘稲生神社（中区本

川町）を見つけることができます。空鞘稲生神社

は、境内の松の大木に刀の鞘のみが掛かっていたこ

とが空鞘という名の由来といわる神社です。この境

内に、「出雲大社道　須佐大宮へ卅り　すさゟ大社

へ五里／出雲大社道　四十一里　近卅（三十）五り」

と刻まれた道標が立っています。この道標は文久元

年（1861）8月に建てられ、かつては堺町（中区）

の西国街道筋の出雲石見街道分岐点に立っていたの

ですが、戦後、道路拡幅のため撤去され、空鞘稲生

神社境内の東北隅

に移設されたもの

です。

江戸時代の街道

　江戸時代の街道

には、主要街道の

五街道と脇往還

（脇街道）があり

ました。五街道は、

東海道・中山道・

日光道中・奥州道

中・甲州街道をい

い、付属街道も含める場合もありました。五街道、

その付属街道以外のものを脇往還または脇街道とい

い、主なものに、伊勢路・中国路（山陽道）・佐渡

路などがありました。

　中国路（山陽道）は「西国街道」とも呼ばれ、そ

の幅は、広島藩内では 2間半ありました（1間の長

さは地域によって異なり、広島藩の場合は 1間＝

1.97m）。

　西国街道沿いの堺町から北に分岐し、出雲大社・

石見大森銀山に向かう道が出雲石見街道（雲石街道・

雲石路）でした。出雲石見街道の幅は 7尺（約 2.12

ｍ）に規定され、可部（安佐北区）のあたりで、さ

らに出雲へ行く道と石見へ行く道に分かれていまし

た。出雲大社に向かう街道は「出雲大社道」と呼ば

れており、この道標にも「出雲大社道」と記されて

います。

　西国街道と出雲石見街道の分岐点があった堺町界

隈は、広島城下の宿場として栄えた場所でもあり、

伝馬 40匹が置かれていたと伝えられています。

街道の道標

　江戸幕府は、街道に一里塚を築いたり、並木を植

えさせたりして街道を整備しました。しかし、道標

は私的に建てられたものがほとんどだったと考えら

れています。道標は、木や石で造られていましたが、

現存するものの多くは石造りです。これらは、信仰

する寺社への案内のために建てられたものが多く、

かつて西国街道と出雲石見街道の分岐点に立てられ

ていた、この道標も出雲大社への道を示すためのも

空鞘稲生神社の道標

「芸州広島図」( 部分 )　広島城蔵
文政年間頃の広島城下を西側から描いた絵図。西国街道と雲石街道の分岐点が描かれている。

出雲石見街道の道標



のと考えられます。

　この道標に設置された解説板を見ると、『広島諸

商仕入買物案内記并ニ名所しらべ』の挿絵が紹介さ

れています。『広島諸商仕入買物案内記并ニ名所し

らべ』は、明治 16 年（1833）に発行された広島

の商工便覧で、当時の広島中心部にあった店舗を絵

入りで紹介したものです。絵の中には、「出雲大社

道　四十一里　近三十五里」と記された道標が描か

れており、道標が街道の分岐点に立っていた頃の様

子をうかがうことができます。

　何気なく通る道のかたわらや、日ごろ通り過ぎて

しまいそうな場所に残されている江戸時代の名残を

探してみると、少しだけ日常が楽しくなるかもしれ

ません。（正連山 恵）

　広島城再建 60 周年（平成 30 年）を記念して登

場したキャラクター「しろうニャ」は、その愛らし

いルックスと可愛らしさでファン急増中！広島城の

広報物などで、お城や歴史のことをわかりやすく教

えてくれます。

　そんな「しろうニャ」が、この春！なんと！着ぐ

るみになりました！！立体的になって、歩いたり手

を動かしたりする姿に、スタッフも思わず微笑んで

しまいます。

 　チャームポイントの比翼千鳥破風にみせかけた

耳と下見板張り風の首輪も忠実に再現されているの

で、ぜひチェックし

てみてくださいね。

 　みなさんの前にお

目見えする日が楽し

みな今日この頃。イ

ベントなど、これか

ら、少しずつ活躍の

場を広げていく予定

ですので、どうぞよ

ろしくお願いいたし

ます。（正連山 恵）

足袋製造商　広島堺町貳丁目南側　高田徳兵衛
『広島諸商仕入買物案内記并ニ名所しらべ』より ( 広島市郷土資料館蔵 )

広島城キャラクター「しろうニャ」の着ぐるみができました！

広島城利用案内
開館時間	 9：00～18：00（12月～2月は 9：00～17：00）
	 入館の受付は閉館の30分前まで
入  館  料	 大人370円（280円）
	 高校生相当・シニア 180円（100円）
	 中学生以下無料
	 （　）内は 30名以上の団体料金
休  館  日	 12月29日～ 31日 （臨時休館あり）
ホームページ 　http://www.rijo-castle.jp            
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